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1. SHINTARO FURUYA 
2021年1月27日 16:21:54

つまり、の前に、ソシュールの言
語学の解説があると、読者にソシ
ュールってそういうことだったの
か！という発見を与えると同時
に、より本論に引き込むことがで
きると思います。

ギリシア哲学のイデアやロゴス、
中世の唯名論、近代～現代の認識
論（とくにカント）、数学基礎論
（ヒルベルトプログラム）、科学/
言語哲学における感覚与件（論理
実証主義）、ヴィトゲンシュタイ
ンの言語哲学やサピア＝ウォーフ
仮説など、話したいことはやまや
まで、どこから始めどこで切るか
というのは悩ましいと思います
が、少なくとも書いている部分が
これまでの学問のどこに対応して
いるかを解説頂くと（紙幅の限り
もありますが）、学問の奥深さを
伝えられるのではと思います。

2. 宮野公樹 
2021年2月12日 1:38:30

サピア＝ウォーフ仮説

3. SHINTARO FURUYA 
2021年1月27日 16:30:06

言語が生まれた原因と過程につい
て、どのような研究があります
か？かなり明確に書いてらっしゃ
るので、何か根拠があるのかが気
になります。

4. 宮野公樹 
2021年2月12日 1:33:57

進化言語学



ͷޠݴͷஈ֊͔Β͢Ͱʹͯͦ͠ͷࣇಉମʹΑΓੜ͖ͳ͕Β͖͑ͯ·ͨ͠ɻڞΓɺͦͷ࡞
γϟϫʔΛཋͼɺੜͦޙͷʹ͍ۭؾͷΑ͏ʹࣗͣͱͦͷޠݴΛ༻͖ͯͨ͠ɾɾɾɹ
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ԭӬྑ෦ౡΛϕʔεʹͦͷํݴΛܧঝ͢Δ׆ಈΛ͖ͬͯ·͕ͨ͠ʢౡͰͷϫʔΫγϣο
ϓଟ͘ͷΠϕϯτɺڭҭҕһձͱͷ࿈ܞֆຊ࡞ΓͳͲɿߟࢀจݙϦετࢀরʣɺ͋Δ
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ʯɺʮॊΒ͔ʯʹʮͼ
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l͜ͱ�ΕΕɺౡ�ΕΔɻ�ౡ�ΕΕɺ�ΕΔɻz�
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ͱ͍ͬͨɺݸʑਓΛӽ͑ͨҬͰͷଘࡏΛͯͤ͘͞͡ײΕΔͷͰ͢ɻઌʹɺޠݴମԽ͞
ΕɺମޠݴԽ͞Ε͍ͯΔͱॻ͖·͕ͨ͠ɺ͜ͱํݴʹ͓͍ͯ༻ऀ͔ΒͳΔڞಉମͷ
ྠֲ͕໌ྎͳͿΜ͚ͩɺΑΓମԽ͕ڧԽ͞Εɺಉ࣌ʹɺಉ͡ڞಉମͷମಉ࢜ͱͷؔ
Εͳ͚ΕͳΒͳ͍ର͞Δීวɺࡏͱͯ͠ࡏ࣮ʹͳͷʹͳΔͷͰ͠ΐ͏ɻͦ͜ݻڧ
ͳͲͰͳ͘ɺՁͦͷͷͳͷͰ͢ɻ͕ͨͬͯ͠ɺফ໓ػةΛճආ͢Δ͜ͱ͕ຊͷత
Ͱͳ͘ɺΉ͠Ζফ໓ػةΛճආ͠Α͏ͱ͢Δྗͦ͜ʹҙຯ͕͋ΔɺɺɺɺਓؒͲ͏ͤ
�ͷʹੜ͖Α͏ͱੜ͖͍ͯΔͷͱಉ͜͡ͱͰ͢ɻ͵ࢮ

ɹফ໓ޠݴػةͷڀݚɺͦͷऴΘΓ͕۩ମʹͳΓͭͭ͋Δͱ͍͏ʹ͓͍ͯɺ௨ৗͷޠݴ
ݚॳֶज़࠷วΛҙࣝͤͯ͘͞Ε·͢ɻͪΖΜɺஶऀΒී͘ڧΑΓ͍͘Β͔ΑΓڀݚ
Λͪ·͢ɻ͔͠͠ɺڈͱ͖ͯͨ͠աݴରͱͯ͠ํڀݚͱͯ͠ϑΟʔϧυʹମೖΓɺڀ
ͱͯ͠ͷ࢙ͷಛੑɺਓؒ͋Δ͍ྺͦͭ࣋ͱ͍͏ͷ͕ڀݚޠݴػةɺಛʹফ໓ڀݚޠݴ
ຊ࣭ʹഭΔΏ͑ɺֶज़తՌΛऩΊΔ͜ͱͰຬ͢Δ͜ͱΛ͠ڐ·ͤΜɻํݴʢޠݴʣͱ͍
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5. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月24日 7:03:09

ここで、母国語と母国語以外の言
語の習得に言及することは良いと
思います。

6. SHINTARO FURUYA 
2021年1月27日 16:34:30

ここについては、言語＝認識の相
対性を前提とすると理解できなく
はないのですが、KEVKHISHVILIさ
んが指摘しているように、多言語
話者の認識がどうなっているの
か？というのはまだ明確な答えが
ないように思います。

Lost in translationというのは、単
に異なる言語が一対一対応しない
ということであって、各言語が
我々をどのように支配しているか
どうかは（とくに多言語話者の場
合）話が別だと思うのです。

7. SHINTARO FURUYA 
2021年1月27日 16:50:04

学問的な寄り添い方、言語に対す
る向き合い方に、とても感銘を受
けました。と、同時にタイトルが
腑に落ちました。

8. 宮野公樹 
2021年1月20日 4:14:30

島の人達との交流の中で、学問
（ないしは言語の宇宙、普遍性）
を感じるシーンがあれば、足して
もいいかもしれませんね。

9. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月24日 7:25:38

自然や気持ちを表す表現の中に、
他の言語にない、代替不可能な表
現も多いと思います。言語消滅の
場合、このような表現は失われて
しまいます。この点（訳すことが
難しい表現等）は言語の価値とし
て重要なポイントだと思います。
方言承継活動の中で現れた、この
ような表現の例を挙げると、消滅
を回避することの意味を別の観点
からも伝えることが出来ると思い
ます。
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ɾίϯηϓτϖʔύʔશମʹର͢Δίϝϯτ�

ݪՂࢠʢ౦ۀژେֶɹڥɾࣾձཧֶӃɹڭतʣ�

ফ໓͕ڀݚޠݴػةɺهड़తɺՊֶతଆ໘Λͭ࣋ͱಉ࣌ʹɺؔ༩ऀΒ͕ͱʹੜ͖Δ͖
ͩͱ͢Δʹɺਂ͘ࢍಉΛ֮͑·͢ɻۙɺલऀʹॏ͕ஔ͔Εա͗ͨͨΊʹɺݱޠݴ
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ର͠ɺࠓճͲ͏৽͘͠ɺՊֶతهड़ͱͲ͏༥߹͍ͯ͘͠ͷ͔ɻϝιυϩδʔͷ۷ΓԼ͛ͱ
໌֬Խ͕ɺΧΪΛѲΔͷͰͳ͍͔ͱ͍ࢥ·͢ɻֶͷຊ࣭ʹͤ·ΔڀݚϑΟʔϧυͩͱ
�͓ͯ͠Γ·͢ɻظɻ͍ͨΜ͢·͍ࢥ
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10. 東原紘道 
2021年1月27日 1:52:55


@著者の思いは伝わってきます。
会話したい問題も確認の必要な言
葉使いも多いです。ただし以下は
今後に向けてのコメントです。 

著者には思い入れがあります。こ
れは活動の原点であり、エネルギ
ーの出処でもあって、大切なもの
です。一方で、一面的な思考に誘
い込む罠にもなりえます。つま
り、思い入れの存在、という事実
はproblematiqueであり貴重なリ
ソースです。貴方の思い入れにこ
だわり観察・思考してください。
貴方は既に参加者です。研究の重
要な柱の一つになると期待しま
す。多くの文化人類学者が、“対
象と観察者を区別しないよう
な”との方向づけ・願望を表明し
ており、それはもっともなことで
すが、実現が難しいことも事実で
す。

著者に向かい合っているものは、
言葉や生活や環境などなどの多様
な複合体で、言葉と人間はこれら
の環境を反映しています。その辺
りも描き出されると、読み手の世
界も広がります。

11. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月24日 7:48:53

言語を承継する活動は島の人々に
どのような影響を与えましたか？
自分のアイデンティティを忘れな
いことは良い精神状態を保つこと
に密接に関連していると思いま
す。この観点から考えると、消滅
危機言語の研究の社会還元は多く
の人々の生活の質の改善でもある
と言っていいでしょうか。

https://plrminato.wixsite.com/webminato
https://www.erabumuni.com/
https://readyfor.jp/projects/minato
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ɾਓͱਓͱͰͭͳ͕ͬͯΔɻౡͷਓͱऀڀݚͱ͍͏ͷͰͳ͘ɻ�
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ಉ͡هޠݴड़ͷϝϯόʔɺ౿Έࠐ·ͳ͍Α͏ʹهड़͢Δ͚ͩɻౡͷਓʹͨ͠Βɺهड़͢Δ
Ձ͋Δ͚Ͳɺ͢Ձͳ͍͍͍ͬͯ͏ϝοηʔδΛ༩͑Δɻ�
͡Ό͋ɺࣗͲͬͪΛͱΔͷ͔ʁɹࢲ͕͋ͪ࣋ؾ͍ͯͬͨ͠Δɻ�
�ɻ͢΅ٴΛڹతͰ͋Δ͜ͱӨ؍٬

ɾ͜ͷౡͷਓୡɺଞͷౡͰԿ͕ͯͬ͜ىΔ͔͠Βͳ͍ɻౡͷਓୡɺͦ͜ʹ͍ͬͨऀڀݚ
͔͠͠Βͳ͍ɻ�
ɾೋധࡾͰ͖ͯ͞Βͬͱͯͬ͘ؼɾɾɾ͜ΕͳΜͳͷʁͬͯౡͷͻͱͩ͏ࢥΖ͏Ͷɻ�
ɾهड़͢ΔͻͱͨͪͪΖΜ൴ΒͳΓʹࣗͨͪਖ਼͍͜͠ͱ͍ͬͯΔɻ׆ಈՈͱҧ
͏ɻͱ͍͏ਓ͍Δɻ�
ɾऀڀݚͷଶɺ؍٬ͷओ؍ͷϝοηʔδʹͳΔɻ͍͔ʹɺ͋Δ͖͔�
ɾຊʹΞταΠμʔͰ͋ΔͷແཧͩΖ͏ɻ�
ɾ͏ͪΐͬͱٙ͑Αɺࣗɻ�
ɾΒͬͯ͘͘ΔͻͱͲ͏͠ɺର͕Ͱ͖ͯɺͦΕ͕ͦ͜ݚᮎͱͳΔɻΉ͠ΖɺҰॹʹͬ
ͨΒ͍͍ɻ�

จ͜͠ىࣈɾʰͱ͍ͱ͏ͱ͍ʱฤूҕһ�



ઓ͏ݴ༿ɹ�
ʔফ໓ޠݴػةͷڀݚͱ࣮ફʔ�

��ਅాࢁ ��Ҭྖڀݚมҟޠݴ�ॴڀݚޠࠃཱࠃ
ԣࢁথࢠ� ౦ޠࠃ֎ژେֶɹΞδΞΞϑϦΧޠݴจԽڀݚॴ�

لੈࠓɺͦͷ͕ʮ͍·Կ͠ͳ͚Εʯޠݴɺ����͔Β����͋Δͱ͞ΕΔੈքͷࡏݱ
தʹͳ͘ͳͬͯ͠·͏ͱݴΘΕ͍ͯ·͢ɻ6/&4$0�ͷใࠂʹΑΔͱɺͦͷΑ͏ͳʮফ໓ة
ͷԼҐޠݴʯ͕ຊʹ�ͭ͋Δͱ͞Ε͍ͯ·͕͢ɺ�ౡूམ͝ͱʹҟͳΔ͜ΕΒͷޠݴػ
�ɻ͢·͑ݴΒ͞Ε͍ͯΔͱ͞ʹػة͕ޠݴΛؚΊΔͱɺΑΓେͳݴํ

ɹͪʹͮ͘ؾΑ͏ʹʮফ໓ޠݴػةʯͱ͍͏୯ޠʹ͓͍ͯɺ͢ͰʹՁؚ͕ײ·Ε͍ͯ
·͢ɻ͢ͳΘͪɺফ໓Α͘ͳ͍ͱ͍͏લఏ͕͋Δͱ͍͏͜ͱͰ͢ɻͱ͋Δੜಈ͕ઈ໓
ੇલͰ͋Δͱࣖʹ͢Εࣗͣͱอޢҙ͕ࣝժੜ͑ΔΑ͏ʹɺ͜ͷফ໓ޠݴػة·ͨอશ͞
ΕΔ͖ɺௐࠪ͞ΕΔ͖ରͰ͢ɺͱ͍ݴΕΕ͍͍ͷͰ͕͢ɺ͜ͱΑΓෳࡶͰ͢ɻ�
ɹ�
ɹ༗࢙ҎདྷɺਓྨͲͷຽͰ͋Ζ͏͕ݴ༿ͳ͍͠ޠݴʹ͍ͭͯਂ͍ؔ৺Λ͖ͯͬ࣋·͠
ͨɻ͘ݹΛḷΕͦΕΪϦγϟ࣌·Ͱ͔͞ͷ΅Γ·͕͢ɺ࣌ࣾձঢ়گʹΑͬͯɺͦ
Εਆͱਓͱͷ௨৴Ͱ͋ͬͨΓʢྫɿώϯυΡʔڭʹ͓͚ΔαϯεΫϦοτڀݚޠɺதੈΩ
Ϧετڭͷϥςϯڀݚޠʣɺه߸ͷॾ๏ଇΛޠݴʹద༻ͤ͞Α͏ͱͨ͠ΓʢྫɿϑΣϧ
σΟφϯɾυɾιγϡʔϧʣɺͦͯ͠ɺؒޠݴͷࠩҟΛ͑ͨࣜܗߟࢥΛݟग़ͨ͠Γͱʢྫɿ
ϊʔϜɾνϣϜεΩʔʣɺࠓ·Ͱ୳͕ٻଓ͍͍ͯ·͢ɻ࣮ࣄɺֶޠݴͷྖҬͱͯ͠ɺओ
ʯʮԻӆࣈኮʢ͍͝ΖΜʣʯʮจ๏ʯʮจޠͷຊ࣭Λ୳ΔͨΊͷʮҙຯʯʮޠݴʹ
ʯͳͲ͔Β͍ͬͯΔଞɺଞͷֶͱ༥߹ͨ͠ʮൺֱֶޠݴʯʮޠݴཧֶʯͳͲଟذ
ʹΘͨΓ·͢ɻ�

ɹվΊͯૉʹ͑ߟΔͳΒɺͦͦޠݴͱԿͰ͠ΐ͏͔ɻʮޠݴͱɺશͳΔίϛϡ
χέʔγϣϯɾπʔϧͰ͋Δʯͱஅ͢ݴΔͷ͋·Γʹ҆қͰ͢ɻޠݴΛ·ͩͨ࣋ͳ͍ࢠ
ͱͷମత৮Λ௨ͨ͡ີͳҙૄࢥ௨Մͷ࣮ࣄɺ͞Βʹ࿈Εఴ්͕ͬͨઢ
ుଉͰҙૄࢥ௨Ͱ͖Δ࣮ࣄɻ͜ΕΒޠݴʹΑΒͣͱίϛϡχέʔγϣϯ͕Ͱ͖Δ໌Β
͔ͳূڌͰ͢͠ɺΉ͠ΖޠݴΑΓత֬ͳใୡͱͳ͍ͬͯΔͱ͑ݴ·͢ʢ͔ͨͩ͠ͳ
Γೱ͍ҰରҰؔݶʹఆ͞ΕΔ͕ʣɻ�

ɹͪΖΜɺޠݴଞऀͱͷΓͱΓͷҰͭͰ͋Δ͜ͱ͍ٙΑ͏͋Γ·ͤΜ͕ɺগ͠ߟ
͑ͯΈΔͳΒɺզʑޠݴʢݴ༿ʣͳ͠ʹԿҰͭ͑ߟΔ͜ͱͰ͖ͳ͍ଘࡏͰ͋Δͱؾ



͖ͮ·͢ɻ͍͍ɺʮ͏ࢥʯʮ͡ײΔʯޠݴҎલͷͷ͡Όͳ͍͔ͱࢥΘΕͨํ͍
Δ͔ͱ͍ࢥ·͕͢ɺ৺ʹԿ͔ͦͷΑ͏ͳͷ͕༙͍ͨͱ͖ɾɾɾͦΕΛݴ༿ʹ͢Δ͜ͱͰ༗
ࣝԼͱ͠ɺࣗࣗͰͦͷԿ͔Λ֮ࣗ͢Δͱ͍͏ͷզʑʹͱͬͯࣗ͘͝વͳߦҝͰ͠ΐ
͏ɻͭ·Γɺݴ༿ʹͯ͠͡ΊͯৄΒ͔ʹͳΔͱ͍͏͜ͱͰ͢ͷͰɺΓݴ༿ͳ͠ʹԿ
Ұͭ͑ߟΕͳ͍ɺͱͳΔͷͰ͢ɻ�

ɹ͜͜ͰେࣄͳͷͭࡾɻҰʹɺؒҧ͍ͳ͘ݴ༿ҎલͷԿ͔ͷଘࡏΛೝΊ͍ͯΔ͜ͱʢҙຯ
ͷଘࡏʣɺೋʹɺݴ༿ʹͨ͠ͷ͕ݴ༿ҎલͷԿ͔ͱҰٛతʹ֬ఆ͑͠ͳ͍͜ͱʢݴ༿ͷݶ
քʣɺࡾʹɺͦͷݴ༿ͱɺʔ૾͢Δ͔͠खཱͯͳ͍ͷͰ͕͢ʔɹਓ͕ؒҙਤͯ͠࡞Ζ
͏ͱͯͨͬ͠࡞ਓͰͳࣗͣ͘ͱੜ·Εͨͷɺ͢ͳΘͪࣗવͳ͍͠Ӊతͳಠࣗͷ
ଘࡏͰ͋Ζ͏ɺͱ͍͏Ͱ͢ʢීวͷূڌʣɻޠݴ͍͓ͯʹ࢝ݪͱ͍͏ͷൃۮతʹੜ·
Εɺ·ͨͦͯ͠ൃۮతʹڞಉମΛ࡞ΓɺͦͷڞಉମʹΑΓੜ͖ͳ͕Β͖͑ͯ·ͨ͠ɻࣇͷ
ஈ֊͔Β͢Ͱʹͯͦ͠ͷޠݴͷγϟϫʔΛཋͼɺੜͦޙͷʹ͍ۭؾͷΑ͏ʹࣗͣͱ
ͦͷޠݴΛ༻͖ͯͨ͠ɾɾɾɹ͏ݴ·Ͱͳ͘ޠݴମతͳଘࡏͰ͋Γɺಉҙʹͯɺ
ମޠݴతͳଘࡏͰ͋ΔͷͰ͢ɻ�
ɹ͜Εವؾʹฉ͖ྲྀ͞ΕΔͷͰͳ͘ɺผࢹͰ͏ݴͳΒɺͦͷڞޠݴಉମʹੜ·Εམ
ͪͨମ੍ڧతʹͦͷޠݴͷਖ਼͠͞ͷͱʹࡏΓɺ͔ͦ͜Βൈ͚ग़͢͜ͱ͞ڐΕͳ͍ɻ
ͦͷ͙Β͍զʑΛࢧ͍ͯ͠Δͷͱ͑ݴ·͢ɻ࣮ࣄɺਓʹͳ͔ͬͯΒͷୈೋޠݴशಘ
ɺݸʑਓͷಛੑʹґଘ͢Δͱ͍͑ɺඇৗʹۤ࿑͢Δ͜ͱ͕Α͘ΒΕ͍ͯ·͕͢ɺ͜Ε
ɺୈҰޠݴͷจ๏ߏମߟࢥ͕ܥϑϨʔϜͱ͘ڧ૬͍ؔͯ͠Δ͜ͱ͕ཧ༝ͷҰͭͰ͠ΐ
͏ɻ·ͨɺνΣίεϩόΩΞڞࠃʹ͜ͷΑ͏ͳ͜ͱΘ͕͋͟Δͦ͏Ͱ͢ɺz.JU�KFEFS�
OFV�FSMFSOUFO�4QSBDIF�FSXJSCTU�EV�FJOF�OFVF�4FFMFzʢ৽͍͠ޠݴΛֶɺ͋ͳͨ৽͍͠
ࠢΛ֫ಘ͠·͢ʣɻ�

ɹΑ͏͘ຊʹ౿ΈࠐΈ·͕͢ɺ͜͜ͰޠݴΛʮํݴʯͱஔ͖ͯ͑Γཱͭ͜ͱʹҙ
ࣝΛ͍͚ͨͷͰ͢ɻ্Ͱॻ͍ͨΑ͏ʹɺফ໓ޠݴػةͷڀݚɺઈ໓ةዧछอޢͱಉ͡
Α͏ͳଟ༷ੑͷ֬อਓؒཧղͷखஈࣦͱ͍ͬͨจ຺Ͱҙຯ͚ͮΒΕΔ͜ͱ͕ଟ͍Ͱ͢
͕ɺ͋͑ͯʮํݴʯͷଆ͔Βͯ͑ߟΈΔͳΒɺ༗ݶͳମʹͳΜͱ͔ଉ͍ͯܧແͨݶΖ͏ͱ
ౡࠃɻͭ·ΓɺஶऀΒ̍̌ʹΘͨΓ༩ಹ͢·͑ݴઓ͏ӦΈʹྗΛି͢͜ͱɺͱ͕ޠݴ
ԭӬྑ෦ౡΛϕʔεʹͦͷํݴΛܧঝ͢Δ׆ಈΛ͖ͬͯ·͕ͨ͠ʢౡͰͷϫʔΫγϣο
ϓଟ͘ͷΠϕϯτɺڭҭҕһձͱͷ࿈ܞֆຊ࡞ΓͳͲɿߟࢀจݙϦετࢀরʣɺ͋Δ
ҙຯͰʮํݴʯ͕զʑΛಈ͔ͨ͠ͱ͑ݴΔͷͰ͢ɻ�
ɹ࣮ࣄɺͦͷ׆ಈΛ௨ͯ͡ஶऀΒ͕ͨ͡ײͷɺͦͷํ͕ݴͲΜͳʹ໘ന͍ݱʹᷓΕ͓ͯ
Γɺ·ΔͰҰਓͷਓ֨ͱͯ͠ΔΑ͏ͩɺͱ͍͏͜ͱɻ͋Δྫ͔ΒҰͭબग़͢ΔͳΒɺԭ
Ӭྑ෦ౡͷΦϊϚτϖ	ٖԻޠɾ�ٖଶޠ
ͰɺʮౖΔʯʹʮΘ͡Θ͡	ౖΔ
ʯɺʮॊΒ͔ʯ



ʹʮͼΒͼΒ	ॊΒ͔
ʯ͕͋Γ·͢ɻ͜͜ͰɺαϐΞʹΥʔϑԾઆΛͪ࣋ग़͠ɺ͍ΘΏ
Δඪ४ޠʹͳ͍ଟछଟ༷ͳදํݱ๏ʹֶͿͱ͜Ζ͕ଟ͍ɺͱకΊΔͷ͍͔͞͞བྷత
ͱ͑ߟ·͢ɻͦͷཧ༝ɺ࣍ͷ༩ಹࠃౡͷ͜ͷ͜ͱΘ͟ʹ͋Γ·͢ɻ�

zΉ͵͍�ͪͨɺͪ·�ͪΔΜɻ�ͪ·�ͪͨɺ͏�ͪΔΜɻz�
ʢ͜ͱɺΕɺౡΕΔɻౡɺΕɺΕΔʣ�

ɹ͜ͷΑ͏ʹɺํݴ୯ͳΔݸʑਓͷΞΠσϯςΟςΟʹཹ·ΒͣɺͦΕΛ༻͢Δڞಉମ
ͱͦͷྺ࢙ͱ͍ͬͨɺݸʑਓΛӽ͑ͨҬͰͷଘࡏΛͯͤ͘͞͡ײΕΔͷͰ͢ɻઌʹɺޠݴ
ମԽ͞ΕɺମޠݴԽ͞Ε͍ͯΔͱॻ͖·͕ͨ͠ɺ͜ͱํݴʹ͓͍ͯ༻ऀ͔Βͳ
Δڞಉମͷྠֲ͕໌ྎͳͿΜ͚ͩɺΑΓମԽ͕ڧԽ͞Εɺಉ࣌ʹɺಉ͡ڞಉମͷମಉ࢜
ͱͷؔݻڧͳͷʹͳΔͷͰ͠ΐ͏ɻͦ͜ʹ࣮ࡏͱͯ͠ࡏΔීวʢݴ༿ʣɺ͞Εͳ
͚ΕͳΒͳ͍ରͳͲͰͳ͘ɺՁͦͷͷͳͷͰ͢ɻ͕ͨͬͯ͠ɺফ໓ػةΛճආ͢
Δ͜ͱ͕ຊͷతͰͳ͘ɺΉ͠Ζফ໓ػةΛճආ͠Α͏ͱͯ͠͠·͏ྗͦ͜ʹҙຯ͕
͋ΔɾɾɾɹͦΕɺਓؒͲ͏ͤࢮ͵ͷʹੜ͖Α͏ͱੜ͖͍ͯΔͷͱಉ͜͡ͱͰɺࡏΔͱ
͍͏Ձ͕ͦ͜ʹࡏΓɺͦͷඞવͷಈ͖ͱͯ͠ଘࡏΛܧଓͤͯ͞͠·͏͜ͱΛ֮ࣗͤͯ͘͞
ΕΔ͔ΒͰ͢ɻ�
ɹ؊৺ͳͱ͜ΖͳͷͰ܁Γฦ͠·͕͢ɺফ໓ޠݴػةΛ͜͏ٹͱ͕Ձͱ͍͍ͨݴͷͰ͋
Γ·ͤΜɻ͜Ε·Ͱফ໓ͯ͠͠·ͬͨޠݴͱͯଟ͋͘Γ·͢͠ɺ͜ͷੈʹ͕ޠݴҰ͚ͭͩ
ͳΒɺҙૄࢥ௨͕ͳΜͱεϜʔζʹ͍͘͜ͱͰ͠ΐ͏ɻ͔͠͠ɺզʑਓྨͷྺ࢙ͦ͏ͤ͞
ͳ͔ͬͨɻͦΕɺޠݴʢ͓Αͼํݴʣ·͍ͨͣΕແͱͳΔҰͭͷਓ֨ɺͬͱ͏ݴͳ
ΒɺΑ͘ੜ͖Α͏ͱ͢Δਓ͔֨ͩΒͰ͠ΐ͏ɻ�

ɹফ໓ޠݴػةͷڀݚɺͦͷऴΘΓ͕࣮ݱʹͳΓͭͭ͋Δͱ͍͏ʹ͓͍ͯɺ௨ৗͷޠݴ
ݚॳֶज़࠷ਓ֨Λҙࣝͤͯ͘͞Ε·͢ɻͪΖΜɺஶऀΒ͘ڧΑΓ͍͘Β͔ΑΓڀݚ
ͱ͖ͯͨ͠աݴʣͱͯ͠ํʹࣈରʢˡ͜ͷ̐จڀݚͱͯ͠ϑΟʔϧυʹମೖΓɺڀ
ಛੑɺਓؒ͋ͭ࣋ͱ͍͏ͷ͕ڀݚޠݴػةɺಛʹফ໓ڀݚޠݴɻ͔͠͠ɺ͢·ͪ࣋Λڈ
Δ͍ྺ࢙ͱͯ͠ͷຊ࣭ʹഭΔͷΏ͑ɺֶज़తՌΛऩΊΔ͜ͱͰຬ͢Δ͜ͱΛ͠ڐ·
ͤΜͰͨ͠ɻํݴʢޠݴʣͱ͍͏ҰͭͷӉΛѻ͏ͨΊʹɺਓͱਓͱͷ͖߹͍ɺਓੜͷ
ॏͳΓ͕ͦ͜;͞Θ͍͠ɺͱ͏ࢥΑ͏ʹͳͬͨͷͰ͢ɻ�

ɹ͜͜Ͱؔ৺Λ͍͍ͨͷɺֶज़ڀݚͷʮཱͪҐஔʯͰ͢ɻՊֶֶͷҒਓͷݴΛͪͩ
͢·Ͱͳ͘ɺಥ͖٧Ίͯ͑ߟΕɺରʹରͯ͠ӨڹΛٴ΅͞ͳ͍؍ͱ͍͏ͷͳ
͍ɻফ໓ڀݚޠݴػةจֶݙͰͳ͘ɺੜͷਓ͔ؒΒʮ˓˓ΛํݴͰͳΜͱ͍ݴ·͢
͔ʁʯͱ͍ͬͨΑ͏ਘͶา͘ϑΟʔϧυϫʔΫͰ͢ɻਘͶΒΕͨଆ͔Β͢Δͱɺࣗͷίτ



όʹڵຯΛͯͬ࣋Β͍ͬͯ͠خͱͳΔ͔ɺ͋Δ͍ɺࣗ·ΔͰಈԂͷಈ͔ɺͱࢥ
ΘΕΔ͔͠Ε·ͤΜɻਓؒͱਓ͕ؒ͢Δͱ͍͏͜ͱɺͦͷਓੜͱਓੜɺݸผͷྺ࢙ͱ
ڀݚͱ͍͏ͷΛѻ͏ޠݴʣͨͬݴ͢Δ͜ͱͰ͋Γɺ·ͯ͠ɺʢઌʹਓ֨ͱ·Ͱ͕࢙ྺ
Ͱ͋ΔͳΒͳ͓ͷ͜ͱɺʮଶʯͱ͍͏ͷ͕ॏཁੑΛ૿͠·͢ɻͦΕΛݾʹ͏ͨ݁Ռɺ
զʑஶऀΒɺফ໓ޠݴͷ෮׆ڵಈͷ࣮ࢪʹෲΛͬͨ͘͘ͷͰͨ͠ɻͪΖΜɺͯ͢ͷফ
໓͕ऀڀݚޠݴػة෮׆ڵಈͤΑͱ͍ͯͬݴΔͷͰ͋Γ·ͤΜɻࣙॻɺࣙయ࡞Γؒҧ͍
ͳ͘ੈޙͷ࢈ࢿͱͳΔͰ͠ΐ͏ɻ͔͠͠ɺফ໓ޠݴػةʹରͯ͠ʮௐΔ͚ͩʯͱ͍͏ଶ
ɺͦΕ·ͨϝοηʔδʹͳΔ͜ͱʹҙΛ͏ඞཁ͕͋Γ·͢ɻਘͶΒΕͨଆɺ
ʮํݴʹؔ৺͋ͬͯɺͪͨࢲʢͷਓੜʣʹͳ͍ͷͩͳʯͱͳΔͰ͠ΐ͏ɻࣙॻɺࣙయ
ͷͷͷੜ͖ͨঢ়ଶΛѻ͏ͦޠݴΓ·ͨɺͦΕͦΕͰෲΛ͘͘Δඞཁ͕͋ΔͷͰ͢ɻ࡞
ʢ͢ڀݚΔʣͨΊʹͦ͜ɺզʑੜ͖ͨऀڀݚʹͳΒͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻͦ͏͑ߟ·͢ɻ�
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増え続けるチャットベースでの
コミュニケーションに象徴されるように
われわれの言語環境は激変しつつある。
ただ「誰とでも通じる」利便性を追求することに
どこか罪悪感があるのは、なぜなのだろう？
奄美・沖縄で消滅危機言語の保存に携わる言語学者が
活動の背景にある「戦い」を明らかにする。

横山晶子（東京外国語大学 アジア・アフリカ言語文化研究所 特別
研究員）
日本学術振興会特別研究員／東京外国語大学アジア・アフリカ言語
文化研究所。2010年より沖永良部島にて言語調査を始める。危機
言語の記述文法、言語記録、言語継承研究に取り組む。沖永良部島
の面白いオノマトペを集めた絵本『シマノトペ』の発行。ホームペー
ジ「しまむに宝箱」（http://erabumuni.com）にて、しまむに（沖
永良部語）の教材、語彙データベース、動画などを公開中。

山田真寛（国立国語研究所 言語変異研究領域 准教授）
2005年国際基督教大学卒業、2010年米国デラウェア大学大学
院 言語学・認知科学研究科博士課程修了（Ph.D. in Linguistics）。
2010年から与那国島、2015年から沖永良部島でフィールドワー
クを行い、「言語復興の港プロジェクト」を進めている。

戦うことば：
消滅危機言語保存の研究と実践
山田真寛／横山晶子
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現在 6,000から 8,000あるとされる世界の
言語は、約半数が「いま何もしなければ」今
世紀中になくなってしまうと言われています。
国際連合教育科学文化機関（UNESCO）は、
日本にあるそのような「消滅危機言語」の数
を 8（アイヌ語、八丈語、6つの琉球諸語）
と報告していますが  *1 、ほとんどの日本語本
土諸方言や、さらに地域や集落ごとに異なる
これらの下位分類（方言）を含めると、より
多くの言語が消滅の危機に瀕していると言え
ます。

考えてみれば、「消滅危機言語」という単語
には、価値判断が含まれているかもしれませ
ん。すなわち、消滅はよくないという前提が
あるのではないでしょうか。ある野生生物が
絶滅寸前であると耳にすれば保護意識が芽生
えるように、消滅危機言語もまた保全される
べき対象です……と言いきれればよいのです
が、ことはより複雑です。

言語とはどのようなものか

人類は言語について深い関心をもってきまし
た。学問としても、古くはアリストテレスの論
理学 *2 やパーニニのサンスクリット文法学 *3 、
近現代ではソシュールの共時的言語研究 *4 や
チョムスキーの普遍文法研究 *5 など、今日ま
で探求が続いています。現在の言語学の領域
としては、言語そのものの構造を探る音韻論、

形態論、統語論などから、言語が関わる事象
を探る社会言語学や応用言語学など多岐にわ
たります。

「言語とは何か」という問いは探求目的に応
じて明確に定義されるべきですが、素朴に「言
語とはどんな特徴があるか」と考えてみると、
他者とのやりとりの一手段であることは確か
なものの、「言語とは完全なコミュニケーショ
ンのツールである」と断言することはできま
せん。赤ん坊と母親や、長年連れ添った老夫
婦が言語を使わずに意思疎通できること、逆
にことばでは伝えられない想いや、ことばに
したことで生まれる行き違いなどからもわか
るように、「コミュニケーションに最適化され
た道具」とは安易には言えないのです。

身体は言語的な存在であり、

ある言語共同体のもとに生まれた子どもは、
典型的な環境・発達のもとでは、その共同
体の言語を獲得しないという選択はできませ
ん *6 。この点で言語を獲得するということは、
例えば「自転車の乗り方（＝乗り方を覚えな
いという選択ができる）」ではなく「歩き方（＝
歩き方を覚えないという選択ができない）」と
同じような、人間の普遍的な特質です。この
意味で私たちの身体は言語的な存在であると
言えます。

4. フェルディナン・ド・ソシュール, 『一般言語学講義』, 小林英夫訳, 
岩波書店,1972.
5. ノーム・チョムスキー,『統辞構造論』, 福井直樹・辻子美保子訳, 岩
波文庫, 2014.
6. スーザン・H. フォスター=コーエン, 『子供は言語をどう獲得する
のか』, 岩波書店, 2001.

1. UNESCO, “Atlas of the World’s Languages in Danger”, 
UNESCO Publishing, 2011.
2. アリストテレス,『ニコマコス倫理学〈上〉』,高田三郎訳, 岩波文庫, 
1971.
3. パーニニ, 『古典梵語（サンスクリット）大文法―インド・パーニニ
文典全訳』, 吉町義雄訳, 泰流社, 1995.

1
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例えば、チェコスロバキア共和国にはこの
ようなことわざがあるそうです：“Mit jeder 

neu gelernten Sprache erwirbst du eine 

neue Seele”（新しい言語を学べば、あなた
は新しい魂を獲得します）。このことわざは、
第一言語（母語）とは習得過程が異なる第二
言語においてもまた、私たちが言語的な存在
であることを語っていると言えるのではない
でしょうか。

そして、言語は身体的な存在

言語は人間の普遍的な特質として獲得され、
脳内の心的表示として個人の内に存在してい
ます。したがって、ある言語の寿命は個人の
寿命と同一になります。ある言語が消えると
きとは、その言語の「最後の話者」の命が消
えるときであることからもわかるでしょう。こ
の意味で、言語は身体的な存在であると言え
ます。

しかし、言語は少しずつ変化しながらも、個
人の寿命を超えて存在し続けることができま
す。これを可能にしているのが、言語の世代
間継承 *7 です。同じ言語を獲得した個人の集
団は共同体を形成し、言語の世代間継承はま
たそのつながりの維持にも貢献しています。
この世代間継承が妨げられた状態が、言語
が消滅の危機に瀕している状態ということで
す。

戦う言語

消滅危機言語の研究は、絶滅危惧種の保護
と同じような、多様性の確保や人間理解の手
段喪失といった文脈で意味付けられることも
少なくありません。しかし別の観点、「言語の
側」から考えてみれば、個人の寿命という有
限性を持つ身体に息づきつつも、世代間継承
によってなんとか無限に存在しようと言語が
戦う営みに力を貸すこと、と考えることもで
きます。この意味で、筆者らが琉球諸島で行っ
ている消滅危機言語研究、具体的には、世代
間継承によって言語を維持・保存する研究は、
言語によって動かされたもの、と言うことも
できます。

言語は、人間の内に存在し個人が自身のアイ
デンティティとして認識しているものであり
ながらも、同じ言語を共有する共同体の歴史
や智恵といった、個人を超えたものの存在を
感じさせてくれるものでもあります。まさに
このことを伝える与那国語（沖縄県八重山郡
与那国島）のことわざを紹介します。

「むぬい　ばちたや　ちま　ばちるん（ こと
ば  忘れたら   島   忘れる）。ちま　ばちた
や　うや　ばちるん（島　忘れたら   親   忘
れる）。」

琉球の多くの地域で親や年長者、先祖は、現

7. Masahiro Yamada, Yukinori Takubo, Shoichi Iwasaki, Celik 
Kenan, Soichiro Harada, Nobuko Kibe, Tyler Lau, Natsuko 
Nakagawa, Yuto Niinaga, Tomoyo Otsuki, et al. Experimental 
Study of Inter-language and Inter-generational Intelligibility: 
Methodology and Case Studies of Ryukyuan Languages. 
Japanese/Korean Linguistics, 2020, 26. p.249-260.
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在の自分を支える人たちとしてとても大切に
されています（余談になりますが沖永良部語
［鹿児島県大島郡沖永良部島］の「うやほ」
という語は、生きている年寄と生きていない
先祖どちらも指します）。紹介した与那国語
のことわざは、「むぬい（島のことば）」の喪
失は「ちま（島）」すなわち故郷・同じ言語
を共有する共同体、そして「うや（親）」すな
わち年長者・先祖が紡いできた歴史や知恵の
喪失につながる、と解釈することができるで
しょう。

その言語を話す人のことを思う

このように、「言語の側」という観点は、「そ
の言語を獲得した個人やその言語を共有する
共同体の側」という観点とやはり切り離すこ
とはできません。すると、多様性の保持や人
間理解の手段喪失のような外的な圧力ではな
く、自分たちの言語は価値そのものであると
いう認識を通して言語の消滅危機を考えるこ
とが自然にできるのではないでしょうか。

これまで消滅してしまった言語は数多くあり
ますし、この世に言語が一つだけなら、意思
疎通はスムーズにいき、世界は一つになって
争いが減ったりするかもしれません。しかし
人類の歴史はそうさせませんでした。ある程
度の範囲では同質集団のつながりを求めつ
つ、それ以上の範囲では他との差異を求める。

人間にとって自然なことが、言語にもまた起
こっているようにも見えます。この点でも、「言
語」と「言語コミュニティとしての人間」を
重ねて考えると腑に落ちるのではないでしょ
うか。

先に、筆者らが行っている消滅危機言語の継
承研究は、言語によって動かされたもの、と
言いましたが、同時に言語コミュニティによっ
て動かされたものと言うことができます。そ
して、言語は身体的であるとは、言語はその
言語を話す人であると言い換えることも、そ
れほど乱暴なことではないように思います。
先に触れた、ある言語が消えるときとはその
言語の「最後の話者」の命が消えるとき、と
いうことからも。

言語コミュニティと学術研究

言語の継承保存は、言語コミュニティメン
バーひとり一人の取り組みが不可欠です。そ
の言語の話者は若い世代へのインプットをで
きるだけ増やし、若い世代はとにかく言語を
習得し、子どもたちがその言語を獲得する環
境をつくらなくてはいけません。保全する対
象は言語ですが、それは言語コミュニティメ
ンバーの内に存在するものであり、実際に保
全を達成させるのもまた言語コミュニティメ
ンバーです。つまり、言語の戦いに力を貸す
こととは、言語コミュニティの戦いに力を貸
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すことといえます。研究者個人ができること
は非常に限られているなかで、筆者らが沖永
良部島［鹿児島県大島郡和泊町・知名町］で
実施している活動 *8 やその研究態度について
以下に述べます。

沖永良部島で行っていること

消滅危機言語の研究者が行うべきことの一つ
は、琉球語の文法現象を記述すること、つま
り（人間から切り離した）言語の構造を記述
することであり、筆者らも当初はそのために
沖永良部島にやってきたのでした。しかし、
町の文化ホールで行われる全島規模のイベン
トから、一集落の公民館で自主開催するもの
まで、数か月に一度のフィールドワークのた
びにほぼ毎回実施する研究発表を通じ、言語
を研究するということは言語コミュニティと
対峙すること……。そう深く感受するように
なり、島の人たちは博物館に残すような言語
の記録保存ではなく、世代間継承によって生
きた言語を残す継承保存を望んでいることが
肌感覚としてわかりました。

最初は上述のトークやワークショップに、「わ
ざわざ東京から通ってきている友だち（筆者
らのこと）がやってることだから」とか、「そ
んなふうに思う友だちに誘われたから」とい
う理由で参加する人が多いと思っています。
筆者らもやはり「友だち」として、畑の草引

きや川掃除、地域行事の準備や後片付けを手
伝ったりしていますが、このようなこと以外
に「研究者の友だち」として何をするべきな
のでしょうか。

学術研究としての言語継承保存活動

言語研究者は、博物館に残す文法記述や辞
書、音声や動画などの言語資料をつくる専門
的な知識と技術を持っており、島の人たちへ
の感謝の気持ちは、この知識と技術を島のこ
とばの継承保存に活用することで具現される
と考えます。言うなら、言語研究者がリソー
スの一つとして使われることです。

この考えに基づき、単発のトーク・ワーク
ショップや定期的な公民館講座で、言語の記
録や継承に役立つ知識と技術を島の人たちが
身につけるサポートをしたり、モチベーショ
ンの維持や「楽しさ」のため、島のことばの
絵本をつくったりしています。これらは「学
術成果の還元」とか「アウトリーチ」などの
社会貢献として理解されることもありますが
（筆者らも文脈に応じてそんなふうに言うこと
もありますが）、言語の継承保存という研究
目的にとって最適なことだと判断します。既
存の学術的活動を超えることかもしれません
が、研究者も島の人たちも、消滅危機言語の
継承保存というプロジェクト─言語の戦い
─の参加者であり、それぞれが最も効果的

8. 山田真寛（国立国語研究所）, プロジェクト「言語復興の港」

8
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に機能するために必要なことが、「学術成果
の還元」というかたちを取っているのだと思
います。研究者として、そして生きた人間と
して、これが最適解だと考えています。

消滅危機言語研究は文献学ではなく、生き
た人間から「〇〇〇は、方言でどう言います
か？」「この文脈で×××と言うことはできま
すか？」とひたすら質問し続けることでデー
タを収集するフィールドワークです。このと
き、文法記述に（だけ）注力していた初期の
筆者らのように、言語を人と切り離して言語
そのものの構造や体系を記述することに専念
するのか、それとも自然科学的なアプローチ
から逸脱し、「この言語を残すことに価値が
ある」という価値判断を認めて継承保存活動
に（も）取り組むのか……。

これまで述べてきたように、言語研究、特に
消滅危機言語研究においてはなおさら、「言
語」と「その言語を話す人たち」を切り離す
ことができません。それは、再三繰り返して
いるように、ある言語が消えるとは、その言
語の「最後の話者」の命が消えることですか
ら。参照文法の執筆や大きな辞典の制作は、
片手間でできることではありません。しかし、
人と関わる研究者として、何かを「やらない
こと」が持つメッセージもまたあります。例
えば、文法記述にだけ注力するとき、データ
提供者である言語コミュニティメンバーは「こ

の人は私たちのことばには興味があるけど、
私たち（の人生）には興味がないんだな」と
認識されることにも自覚的になる必要がある
のではないでしょうか。言語の記録保存と継
承保存は一人の研究者が両方行うことが難し
いだけで、筆者らが言語コミュニティと共同
作戦を展開しているように、記録保存を行う
研究者と継承保存を行う研究者もまた協働す
ることが、これからの消滅危機言語研究に求
められていることだと考えます。

消滅危機言語の研究とは、人間の存在と真正
面から対峙することであり、研究者が継承保
存活動をするしないに関わらず、研究者とし
て、人間として、覚悟を決め腹をくくってや
ること。つまるところ、私たち研究者はひと
しく、ことばの戦いの参加者である。そのよ
うに考えます。
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近代化の過程で、人間は言語に大きく介入しま
した。言語を自然現象としてではなく、コミュ
ニケーションのニーズの変化に合わせて人間が
適応させた人工物であると捉える必要がありま
す。それではなぜ、絶滅の危機に瀕した言語を
守ることは、その言語が話されている地域住民
の責任なのでしょうか？ 絶滅をもたらす決定的
なダメージは、外部の人間がもたらしました。
問題を解決すべきは誰なのでしょう？

パトリック・ハインリッヒ
1968年生まれ。社会言語学・危機言語記録保存が専門。ハインリヒ・ハ
イネ大学（文学修士）、ゲルハルド・メルカトル大学（文学博士）、獨協
大学外国語学部を経て、2014年から現職。編著書に『琉球諸語の保持
を目指して』〈ココ出版, 2014〉、“Routledge Handbook of Japanese 
Sociolinguistics”〈Routledge, 2019〉などがある。

「戦う責任」の所在

解体業を営む照屋幸吉さんは、もともと沖縄本島の生まれ。15年間ア
ルゼンチンに移住したのちに、旅行できた与那国島に移住を決意した。
移住の際は、カバンひとつだったという。（撮影：森澤ケン）

カジキ漁を営む漁師の取材を行なったときに、沖合から望んだ与那国
島。崖の上にたつ西埼灯台は日本最西端に位置する灯台で、琉球政府
が建設し 60年以上の歴史がある。（撮影：森澤ケン）

幼稚園教諭の與那覇悦子さんは、あるとき「子どもたちが島のことば
をわからないのは、自分たちが使わないからだ」と気づいた。今では
幼稚園の活動に島のことばと文化を積極的に取り入れている。（撮影：
森澤ケン）

牛飼いの大嵩聖吾さんは、高校卒業後1年東京で働いたのちに島に戻っ
た。現在は家族とともに与那国島で暮らす。牛小屋があるのは先祖代々
の土地で、与那国語の土地名を今も使っている。（撮影：森澤ケン）パトリック・ハインリッヒ

ヴェネツィア・カフォスカリ大学 准教授

言語が“自殺”することはありません。奄美・
沖縄の場合には、明治時代以降の標準語教育
や、進学・就学のために標準語が必要という外
圧がありました。政策的、社会的に多言語を認
めるようになることは日本社会が果たすべき 1

つの責任だと考えます。一方で、地域住民が主
体的にならない限り、言語は継承されません。
“自分たちの言語”と向き合った地域住民が、
本当に言語の継承を望むとき、研究者はそれに
出来るだけの力を貸すべきだと考えます。

山田真寛／横山晶子
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本テキストに関するレ
ビューおよび対話の過
程は下記のレポジトリ
に公開されています。

東迎高健さんは、サトウキビ農家を営みながら町議員などをつとめた。
配偶者の東迎八四子さんは、もともと自宅の裏で食堂を営んでいた。
現在はつくった野菜を子や孫に送っている。（撮影：森澤ケン）

逆転しても残る価値を探す

言語認識と人間

言語は集団帰属意識、集団結束力、差異標示
という集団のアイデンティティに関わるもので
す。そこに、言語の多様性と文化的多様性の接
触点があり、守らなければならない理由にも繫
がると考えます。事実、言語変化は必ずしも標
準化に向かう訳ではありません。ピーター・ト
ラッドギルの『言語と社会』では、ニューイン
グランドのマーサズ・ヴィニヤード島で島外か
ら行楽客が流入した結果、社会的な変化を嫌う
島民が外部の人とは違う存在であることを示す
ために“島固有の”発音を広げた例が紹介され
ています。

山田真寛／横山晶子

空間参照枠という例があります。日本語や英語
は、ものを示すときに「東・西」などの絶対的
な位置表示も「右・左」などの相対的な位置表
示もあります。しかし、東インドネシアのラマ
ホロット語には「山・海・天・地」を基準とし
た絶対的な位置表示しかなく「イスから見て山
側の机」とか「娘は道の海側にいる」などと表
現します。言語の枠組みと空間認識が密接に関
連している例と言えます。多言語を話すことは、
その異なる世界の見え方を渡り歩く営みと言え
るでしょう。

山田真寛／横山晶子

松浦健二
京都大学 農学研究科 教授

「言語を守らなければならない」という前提があ
ると単純な議論になるように感じた。何にでも
価値はある。一度、「言語は消滅してもいい（＝
世界中で一つの言語を使う）」という側からみ
て、徹底的に考えてみたらどうなるか。それでも、
どうしても残る部分というのが守らなければい
けない理由になりうると思う。

古谷紳太郎
東京工業大学 リベラルアーツ研究教育院 特別研究員

多言語話者の認識がいかなるものなのかについ
ては、まだ明確な答えがないように思います。
Lost in translation（翻訳不可能性）というの
は、単に異なる言語が一対一対応しないという
ことに過ぎません。各言語が人間をどのように
支配しているかどうかについては、別途詳細な
議論が必要だと思いました。
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問⑥

利便性とノスタルジーの超克

少数言語をめぐる問題はつねに、「コミュニケーションツールとしての価値」
と向き合いつづけてきた。英語は、インターネットなどのテクノロジーによ
り記述された情報が飛躍的に増え、グローバル化した世界での共有語とな
りつつある。結果として、世界の教育の現場で扱われることが多くなってい
る。たとえば 4種の公用語をもつスイスでは、自国の言語よりも英語が優
先して教えられることが多くなってきており、論争を呼んでいる。

また、日本にひるがえって考えてみても、明治以降「標準語」とよばれる共
通語がラジオなどのメディアを通じて普及してきた。江戸時代には、東北の
藩と九州の藩では会話が成立しなかったという文献も残っており、日本全
体で保たれていた方言の多様性は本論でも指摘されている通り、薄まって
いっているのが実情だ。この問題は、言語の問題のみならず、社会全体が
もつ過疎化・都心一極集中などの問題と不可分である。

ただ、英語に象徴される「利便性」に対して、少数言語を保全するための「お
題目」はどうしてもノスタルジックなものになりがちである。本論では山田・
横山の研究者としての内側がさらけだされているが、研究としてそこに提供
する価値を定義すること自体が大きな問いを内包しているように思える。

それは、山田・横山の論において、「営み」というキーワードに象徴される。
世代を超えて受け継がれてきた言葉は、その場所で脈々と続けられてきた
生活そのものであり、生きてきた人々の結晶ともいえる。そこに介入するこ
とで、研究者は目の前の話者だけでなく、これまでそこで生きてきた人間た
ちの歴史（人生）にも触れることになる。だからこそ、山田、横山らの消滅
危機言語の研究は、「研究」というより「営み」に近づいたのだ。

確かに、今日的学術界の文脈では、それが「アウトリーチ」と称されるかも
しれない。が、本論でも述べられているように、それは消滅危機言語の研
究としての自然な営みであり、既存の学術的活動を超えたところの生き方と
しての研究活動になったのだ。消滅危機言語の研究とは、研究者に覚悟を
求める性質をもつのかもしれない。

文・『といとうとい』編集委員


